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南伊豆町青野川の土手の桜です。
“河津桜”が今、満開で８千本程植樹されてい
ます。

（社）茨城県南歯科医師会　飯田 昭

デンタルアイ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ １
　岡　崎　恵一郎

会務 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ ３

理事会報告 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ ４

会務日誌 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ ５

学術委員会だより ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ ８

地域保健委員会だより ̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 14

広報委員会だより ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 17

センターだより ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 19

警察歯科協議会だより ̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 23

リレー通信 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 25
　森　永　桂　輔

レディースコーナー ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 27
　小日向　美　保

追悼 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 28

会員の異動 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 30

国保組合NEWS ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 31

事務連絡 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 32

赤えんぴつ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 33



３月６日に開催された第24回茨城県歯科医

学会には今年も多くの皆様に参加をいただきあ

りがとうございました。思い起こすと私は、水

戸プラザホテルが現在地に移転開業した年から

学術委員会に参加させていただきました。初年

度には、建設中の建物を訪れ委員会メンバーで

会場割などをしたことを思い出します。その頃

は、学術委員会の仕事は２日間の有料研修会、

日歯生涯研修セミナー、茨城県歯科医学会開

催、そして茨城県歯科医学会誌の発行でした。

それから15年の時が経ち、茨城県歯科医師

会においては、学術委員会の仕事の幅が拡がっ

てきました。３年前から厚生労働省委託事業と

して「全国共通がん医科歯科連携講習会・連携

登録歯科医名簿作成・がん拠点病院などとの合

意書締結」、また、茨城県歯科医師会独自の事

業として昨年から「睡眠時無呼吸症登録歯科医

講習会・連携歯科医師名簿作成」を開始しまし

た。

茨城県における「がん医科歯科連携登録」に

ついては、全国共通DVD講習会を３年間で12

回開催。これは大阪府・静岡県に次いで全国第

３位の開催回数です（東京近郊５都県は日歯と

国立がんセンターの協働事業で先行したため積

極的に開催しなかったようですが…）。連携

１の登録歯科医数が27.0%とこちらも全国平均

（21.7%、所属日歯会員に対し）を上回る状況で

す。これらは、がん医科歯科連携に対する茨歯

会会員の意識の高まりに加え、各地区会長先生

にご協力いただき、すべての地区で講習会を開

催できたことも影響していると思われます。

平成28年度は（原稿作成時にはまだ国の予算

が確定していませんが）、日歯レベルでは、医

科歯科連携の確立に向け、歯科医師以外の医師

をはじめとするがん医療関係者とがん患者に医

科歯科連携の重要性を周知していくこと、引き

続き各都道府県で連携登録歯科医を増やしてい

くことを目標に活動予定です。また、茨歯会に

おいては、各地区で医科歯科連携がさらに進む

よう、歯科医師・医師・その他のがん医療関係

者に向け、がん医科歯科連携の事例検討会（シ

ンポジウム）を計画しています。ぜひ、ご聴講

いただければ幸いです。

また、私個人的にも学術委員会の仕事が増え

ました。３年前から日本歯科医師会の学術委員

会に参加させていただいております。日歯の学

術といいますと日歯生涯研修セミナーDVDや

日歯生涯研修ビデオなどきれいな教材が多く、

いかにも、デジタルメディア作成業者に委託作

成しているように見えるかもしれません。とこ

学術委員会あれこれ

理事
岡　 崎　 恵 一 郎

茨歯会報 1

563



ろが、実際に所属してみると、業者が担当する

のは仕上げが主で、テーマ内容の決定、講師選

定、講師への依頼などはもちろん、日歯生涯研

修実施要領の作成確認、Eシステム内容検討ま

で、様々な仕事を委員会メンバーで行っていま

す。日歯会長宛の報告書・意見書など、県歯で

はあまりなじみのない文書作成もあり、予想以

上の激務です。昨今はメーリングリストなどで

全国に散らばる委員と常時意見交換ができます

が、それ以前はどうしていたのだろうと感じま

す。

茨歯会において学術関連の様々な事業が増え

たとはいえ、会員が能動的に発表し、幅広い

テーマから学ぶことができる茨城県歯科医学

会・茨城県歯科医学会誌が委員会事業の中心で

あることに変わりはありません。第25回茨城県

歯科医学会は平成29年３月12日開催を予定して

おります。次回も多くの皆さんの参加をお待ち

いたします。
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平成28年２月25日（木）14：00より、第160回

臨時代議員会が開催された。氏名点呼、黒沢副会

長の開会の辞に続き、瑞宝双光章を授与された日

立地区谷田部博先生に対する顕彰が行われ、間宮

日立地区会長が代理で受け取られた。森永会長の

挨拶の後報告に移り、萩原副委員長による議事運

営特別委員会報告、征矢専務理事による日歯代議

員会報告および一般会務報告があり、これらに対

する質疑応答が行われた。

続いて議事に移り、第１号議案「公益社団法人茨

城県歯科医師会労働保険事業組合事業処理規約の一

部を改訂する規約案に関する件」が小林常務理事よ

り上程され、全会一致で原案通り可決承認された。

休憩の後、事前質問９題に関する質疑が行われ、黒

沢副会長による閉会の辞で全日程を終了した。

第160回臨時代議員会開催

第160回臨時代議員会に続き、第２回地区会長協

議会が開催され以下の項目について協議した。

（１）平成27年度シニア共済収支状況について

（２）会費・負担金等未納状況について

（３）本会会員資格の取得時期について

（４） 口腔センター土浦移設検討臨時委員会の

設置について

（５） 在宅歯科医療連携室運営委員会の設置に

ついて

（６）児童虐待早期発見の連携について

（７） 歯科衛生士復職支援講習会の地区開催に

ついて

平成27年度第２回地区会長協議会開催
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563



第12回理事会

日時　平成28年２月18日（木）午後４時

場所　茨城県歯科医師会館　会議室

１．報　　告

（1）平成27年度第４回業務会計監査報告

（2）一般会務報告

（4）共催依頼について

つくばピンクリボンフェスティバル

（5）北九州市小倉歯科医師会からの義捐金につ

いて

（6）第24回茨城県歯科医学会でのアンケート調

査について

（7）２月開業予定の歯科医院について

（8）各委員会報告について

学術委員会、厚生委員会、地域保健委員

会、介護保険委員会、学校歯科委員会、社会

保険委員会、専門学校

２．協議事項

（1）入会申し込みについて

池田　大造氏（西南地区）の入会を受理した。

（2）第160回臨時代議員会事前質問について

標記について協議し、回答者を決定した。

（3）第２回地区会長協議会について

標記について開催することを承認し、報告

及び協議事項を確認した。

（4）職員規程の改正（案）について

標記規程の改正について承認した。

（5）歯科医学会の講師謝礼について

標記謝礼について、規程に則り承認した。

（6）裁定委員会の開催について

標記委員会の開催について承認した。

（7）公益社団法人茨城県歯科医師会情報管理規

程案について

標記規程の改正について承認した。

（8）公益社団法人茨城県歯科医師会個人情報保

護規程案について

標記規程の改正について承認した。

（9）公益社団法人茨城県歯科医師会特定個人情

報取扱規程及び特定

個人情報等の適正な取扱いに関する基本方

針改正案について

標記規程の改正及び基本方針改定について

承認した。

（10）地域保健委員会一般健診案について

標記検診案について承認した。

（11）口腔センター土浦移設検討臨時委員会規程

案について

標記規程案について承認した。

（12）協12_HIV感染症歯科医療ネットワークに

ついて

標記ネットワークについて前向きに検討す

ることとした。

（13）日歯広報コラム『都道府県通信』の執筆に

ついて

菱沼理事に一任することとした。

茨歯会報4
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　２月１８日 　第４回業務・会計監査の執行。業務並びに制度に関する監査（12月１日～１月31日）、

会計に関する監査（収支現況）実施した。

 　出席者　鈴木監事ほか６名

　２月１８日 　第２回議事運営特別委員会を開催。日程、タイムスケジュール、事前質問の取扱い、再質

問、関連質問の取扱い、質疑応答（すべての場合において）、傍聴について協議を行った。

 　出席者　萩原議事運営副委員長ほか10名

　２月１８日 　第11回広報委員会を開催。会報２月号の校正、会報３月号の編集、歯科医学会取材につい

て協議を行った。

 　出席者　菱沼広報部長ほか６名

　２月１８日 　学校保健総合支援事業第２回連絡協議会が県庁舎にて開催された。

 　出席者　千葉理事

　２月１８日 　第12回理事会を開催。入会申し込み、臨時代議員会事前質問、第２回地区会長協議会、職

員規程の改正（案）、歯科医学会の講師謝礼、裁定委員会の開催、茨城県歯科医師会情報管

理規程案・個人情報保護規程案、茨城県歯科医師会特定個人情報取扱規程及び特定個人情報

等の適正な取扱いに関する基本方針改正案、地域保健委員会一般健診案、口腔センター土浦

移設検討臨時委員会規程案、HIV感染症歯科医療ネットワーク、日歯広報コラム『都道府県

通信』の執筆について協議を行った。

 　出席者　森永会長ほか20名

　２月１８日 　在宅歯科医療連携室運営委員会を開催し、在宅歯科医療連携室運営委員会規程について協

議を行った。

 　出席者　森永会長ほか８名

　２月１８日 　第３回茨歯会・茨歯連盟連絡協議会を開催。これからの活動、今後の連絡協議会について

協議を行った。

 　出席者　森永会長ほか４名　髙野連盟会長ほか３名

　２月１９日 　茨城県へき地医療支援計画策定会議が県立中央病院災害医療センターにて開催され、平成

27年度第１回会議議事録の確認ほかについて協議が行われた。

 　出席者　征矢専務

　２月２０日 　土浦協同病院新病院竣工内覧会及び祝賀会が同院内にて行われた。

 　出席者　森永会長

　２月２０日 　社保委員と審査委員の合同連絡協議会を開催。保険請求に関して提出された６の協議題に

ついて協議・意見交換を行った。

 　出席者　榊社会保険部長ほか21名、新井田審査委員ほか18名
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　２月２１日 　四師会「JMAT茨城研修会」が水戸医療センター看護学校にて開催された。午前はJMAT

総論の後、15チームに分かれての実地訓練が行われ、午後からは図上訓練が行われた。

 　出席者　森永会長ほか24名

　２月２１日 　口腔ケア講習会を茨歯会館にて開催。訪問歯科診療のお話と明日からつかえる口腔ケアを

テーマに歯科衛生士による実技指導を交えて神田稔介護保険委員が講習を行った。

 　受講者　83名

　２月２２日 　第２回茨城型地域包括ケアシステム推進委員会が県庁舎にて開催され、茨城型地域包括ケ

アシステム推進マニュアルについて協議が行われた。

 　出席者　征矢専務

　２月２４日 　日本歯科医学会第94回臨時評議員会が日歯会館にて開催され、平成28年度日本歯科医学

会事業計画ほかについて議事が執り行われた後、学会会務運営について協議が行われた。

 　出席者　森永会長

　２月２５日 　保険医療機関を対象とした個別指導が厚生局茨城事務所にて実施された。

 　対象医療機関数　４

　２月２５日 　第４回議事運営特別委員会を開催。第160回臨時代議員会事前質問追加資料の取扱い、事

前質問の取扱いに関する今後の方針について協議を行った。

 　出席者　萩原議事運営副委員長ほか13名

　２月２５日 　第160回臨時代議員会を開催し、労働保険事務組合事務処理規約の一部を改正する規約案に

関する件について議事を執り行った。

 　出席者　小澤代議員会議長ほか60名

　２月２５日 　第２回地区会長協議会を開催し、平成27年度シニア共済収支現況、会費・負担金等未納状況、

本会会員資格の取得時期、口腔センター土浦移設検討臨時委員会の設置、在宅歯科医療連携室運

営委員会の設置、児童虐待早期発見の連携、提出議題・要望等について報告及び協議を行った。

 　出席者　間宮日立歯科医師会長ほか26名

　２月２６日 　都道府県会長会議が日歯会館にて開催され、時局問題について協議を行った。

 　出席者　森永会長

　２月２８日 　第３回医療管理委員会を開催。来年度事業予定、歯科衛生士復職支援講習会詳細について

協議を行った。

 　出席者　大字常務ほか９名

　２月２８日 　歯科技工士国家試験が日本歯科大学生命歯学部において実施され、歯科技工士科９名が国

家試験を受験した。

　３月　３日 　茨城政経懇話会３月例会がホテルテラスザガーデン水戸にて開催された。

 　出席者　森永会長

　３月　３日 　第２回裁定委員会を開催。茨歯会会員の行政処分について協議を行った。

 　出席者　村上裁定委員長ほか10名

　３月　３日 　第９回厚生委員会を開催。茨歯会ソフトボール大会代表者会議、茨城県歯科医学会企画に

ついて協議を行った。
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 　出席者　増本厚生部長ほか20名

　３月　３日 　第３回在宅歯科医療推進協議会を開催し、実態把握調査アンケートの結果、平成28年度地

域医療介護総合確保基金事業について協議を行った。

 　出席者　森永会長ほか５名

　３月　６日 　第24回茨城県歯科医学会を水戸プラザホテルにて開催。24題の一般口演、14題のポス

ター発表、３題のテーブルクリニック、公開講座、12の各種企画、書籍展示等を行った。

 　また、併催した第37回茨城デンタルショーへは64社が出展し、歯科用機材などの展示を行った。

 　参加者　1,215名

　３月　６日 　第７回学術委員会を水戸プラザホテルにて開催。第24回茨城県歯科医学会（反省事項）、

来年度第25回歯科医学会、がん医科歯科連携事例検討会、無呼吸症講習会、シンポジウムに

ついて協議を行った。

 　出席者　岡﨑学術部長ほか10名

　３月　６日 　歯科衛生士国家試験が日本大学文理学部において実施され、歯科衛生士科45名が国家試験

を受験した。

　３月　７日 　第３回茨城県准看護師試験委員会が県庁舎にて開催され、平成27年度茨城県准看護師試験

実施結果ほかについて協議が行われた。

 　出席者　征矢専務

　３月　８日 　都道府県社会保険担当理事連絡協議会が日歯会館にて開催され、平成28年度診療報酬改定

に係る改定内容の説明について協議を行った。

 　出席者　榊社会保険部長ほか４名

　３月　９日 　茨城歯科専門学校において卒業式を挙行。歯科衛生士科45名、歯科技工士科９名の学生が

本校を卒業した。

　３月１０日 　第182回日歯代議員会が日歯会館にて開催される（～11日）。平成28年度事業計画・入会

金及び会費の額・収支予算・資金調達及び設備投資の見込み、理事選任、髙木幹正前会長へ

の役員退職慰労金支給、役員退職慰労金支給の件について議事が、その後時局対策について

協議が執り行われた。

 　出席者　森永日歯代議員ほか２名

　３月１１日 　東日本大震災五周年追悼・復興祈念式典が県庁舎にて執り行われた。

 　出席者　森永会長

　３月１１日 　第２回セルフメディケーション推進連絡会議が県薬剤師会館にて開催され、平成27年度事

業成果について協議が行われた。

 　出席者　征矢専務

　３月１３日 　第11回社会保険委員会を開催。診療報酬点数改定について協議を行った。

 　出席者　榊社会保険部長ほか21名

　３月１６日 　厚生局茨城事務所・県国民健康室との平成28年度指導関係について打合せを行い、平成

28年度の変更点、それぞれの要望事項について協議した。

 　出席者　須藤厚生局茨城事務所長ほか５名　森永会長ほか６名
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学術委員会　　今湊　良証

第24回茨城県歯科医学会開催

2016年３月６日（日）に、第24回茨城県歯科医

学会（併催　第37回茨城デンタルショー）が水戸

プラザホテルにて開催されました。

偕楽園の観梅見頃の好天の日曜日にもかかわら

ず、今年は歯科医師382名　歯科衛生士213名　歯

科技工士78名　他多数で1215名の参加者で、駐車

場がほぼ満杯で、学会場は熱気で盛り上がりまし

た。

開会式で森永会長の開会宣言の後、テープカッ

トが行われ多くのプログラムが各会場に分かれて

開催されました。

一般口演は24題の発表がありました。今年も栃

木県歯科医師会員の先生や茨城歯科専門学校衛生

士科学生の発表もありました。質疑応答、意見交

換も行われ充実した内容でした。

ポスター発表は14題の発表がありました。沢山

の方がポスターに見入り、演者に質問しておりま

した。

テーブルクリニックは午前に、東西茨城歯科医

師会　中島京樹先生、午後に東京歯科大学教授　

後藤多津子先生、土浦石岡歯科医師会　萩原敏之

先生、計３題の講演が行われました。

県民公開講座は、今年も事前登録制でしたが、

電話予約で定員オーバーとなり、うれしい悲鳴で

した。毎年の参加者、両講座への参加者も多数お

り、お陰様で楽しみにして来ている県民の方が増

えております。

公開講座Ⅰは、「噛んで食べることは生涯の宝

物」と題し、日本顎咬合学会理事長・土浦石岡歯

科医師会　上濱　正先生に御講演いただきまし

た。日本は、四季を通じ豊富な食材と優れた食文

化があり、自分で学習した口腔機能で、「よく噛

んで食べることで健康長寿」は生涯にわたる宝物

であることを解りやすく説明いただきました。

公開講座Ⅱは、「弁当プロジェクト３－食べる

機能を育てる・維持する・補助する－」と題し、

公益社団法人　茨城県歯科医師会、いばらき専門

カレッジリーグ、茨城県歯科医師会東西茨城地区

食文化研究会により行われました。今年度の公募

で表彰した「噛むかむレシピ賞」の中から４品と

今回は「食べる機能を育てる・噛むかむ弁当」を

提示し、それぞれを試食し、考察しました。ま

た、味覚を育てる取り組みの提案として、３種の

塩のテイスティングを行いました。

介護保険委員会は「ケアの視点で行う摂食嚥下

リハビリテーション」と題しまして大阪大学大学
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院准教授　野原幹司先生に御講演いただきまし

た。

（公社）茨城県歯科医師会　口腔センター水

戸・口腔センター土浦は、「『スペクトラム』と

しての発達障害」と題しまして、国際医療福祉大

学　岩崎淳也先生に御講演いただきました。

茨城県女性歯科医会は、「愛の革命と第２の

ヒューマニズム」と題しまして松浦茂長先生に御

講演いただきました。

鈴木昇一先生の「写真道場へようこそ！」は、

18回目を迎えました。

（公社）茨城県歯科衛生士会は村上惠子先生、

（公社）茨城県歯科技工士会は生田龍平先生に御

講演いただきました。

地域保健委員会は第５回噛むかむレシピコンテ

ストの作品紹介と表彰式を開催いたしました。県

内各地から過去最多905作品（昨年425）応募の中

より、自由部門とテーマ部門は今年の食材：ピー

マン（パプリカを含む）で、それぞれ、小学生の

部６作品、一般の部６作品が「噛むかむレシピ

賞」に選ばれました。

学校歯科委員会は、改訂される学校歯科検診の

検診基準についてポスター展示しました。

厚生委員会は、なでしこクラウドの弦楽三重

奏・ミニコンサートを行い、癒しのひと時となり

ました。

茨城歯科専門学校　歯科衛生士科と歯科技工士

科の紹介をロビーにて行いました。

ランチョンセミナーは、「アメリカ式歯周基

本治療」と題しましてデンツプライ三金（株）

柿原　睦先生に御講演いただきました。事前予約

の受講者は美味しいサンドイッチのランチを頂き

ながらも、演題に聞き入っておりました。

第14回福田賞は、茨城県歯科医学会の県民公

開講座において再度にわたり講演を行い、かつ会

員の歯科医療医術の向上に多大な貢献をして頂い

た、土浦石岡歯科医師会の上濱　正先生が受賞さ
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れました。おめでとうございます。

また、併催した37回茨城デンタルショーは、64

社が出展し、診療台・歯科用機材などの展示を行

い、各ブースとも盛況でした。

現在、学術委員会では、「第24巻　茨城県歯

科医学会誌」を編集中です。今秋には発刊予定で

す。投稿論文も募集しております。一般口演、

テーブルクリニック、ポスター発表、各企画など

の事後抄録は第24巻を今暫くお待ちください。

次回、第25回茨城県歯科医学会は来年３月12

日（日）水戸プラザホテルにて開催されます。第

25回の記念大会として、より県民、県医師会、県

薬剤師会、県看護協会にもお声掛けして、一層の

充実を目指す予定です。企画など、ご意見・ご要

望承ります。是非とも会員の皆様の発表、参加を

お待ちいたします。ご協力よろしくお願い致しま

す。
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地域保健委員会　　長谷川　弘道

第５回噛むかむレシピコンテスト
表彰式開催報告

３月６日（日）水戸プラザホテルにて開催され

た歯科医学会において、第５回噛むかむレシピコ

ンテスト表彰式を行いました。

このコンテストは、平成23年度から実施して

おり、今回で５回目の実施です。この事業の目的

は、よく噛むことの大切さとそのための歯と口腔

の健康づくり普及啓発を図ることとしています。

また、“一口30回噛もう”というキャッチフレー

ズ、「噛ミング30（カミングサンマル）」のＰＲ

も目的としています。

第２回目からは地産地消の推進にも努め、募集

条件に「茨城の地元の食材を活用すること」を加

えましたが、25年度から具体的に「農業産出額全

国第１位～３位の茨城の品目から１品以上を食材

に活用したレシピ」としました。

募集に当たっては、歯や口の健康のためによく

噛むメニューのレシピであることを基本とし、

テーマ部門（本年度はピーマン）、自由部門（本

県農業産出額全国１～３位の食材）の２部門を設

け、昨年11月８日から本年１月９日まで募集した

ところ、

テーマ部門　小学生以下の部　128作品　

　　　　　　一般の部　141作品

自 由 部 門　小学生以下の部　191作品　

　　　　　　一般の部　445作品

合計905作品ものご応募をいただきました。これ

は昨年度の２倍を超えるものです。　

応募作品の審査会は、さる１月28日（木）に茨

城県歯科医師会館にて開かれ、中川学園調理技術

専門学校　中川一恵先生をはじめとした、食や健

康に関わる関係者の厳正なる審査により次の12作

品が「噛むかむレシピ賞」に選出されました。

会長あいさつ 受賞作品のレシピ展示

茨歯会報14
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1．テーマ部門

（１）小学生以下の部
１ 茨城野菜の中華ごはん 寺田　和聡 牛久市立岡田小学校

２ ふわふわの中のかむかむ 花城　心海 牛久市立岡田小学校

３ 茨城ギュッ！とカムカムぎょうざ 勝二　萌々花 水戸市立石川小学校

（２）一般の部
４ 揚げない！チンジャオロース風春巻 阿久津　萌美 常磐大学人間科学部健康栄養学科

５ いろんな食感！かみかみ丼 鯉渕　駿之介 城里町立常北中学校

６ シャキシャキもちもちのりまき 井上　瑠渚 土浦市立土浦第二中学校

2．自由部門　

（１）小学生以下の部
７ かむかむ切り干し大根 後藤　克斗 牛久市立岡田小学校

８ カムカムスイーツ 二川　莉愛 大洗町立大貫小学校

９ なっとうきんちゃく 門馬　怜 水戸市立千波小学校

（２）一般の部
10 たくさんかむかむ 佐藤　彩香 県立水戸第三高等学校

11 カルシウムたくさんなはるまき 鯉渕　広夢 城里町立常北中学校

12 カラフルおにぎらず 鯉渕　マリア 城里町立常北中学校

テーマ部門　小学生以下の部 テーマ部門　一般の部

自由部門　小学生以下の部 自由部門　一般の部
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表彰式当日は、森永会長の主催者挨拶に続き、

渡辺地域保健担当常任理事から今回のレシピコン

テストの経過報告がありました。その後の授与式

では、天候に恵まれたため、水戸の梅まつりの人

出と重なり、式に遅れた受賞者もいらっしゃいま

したが、９名の受賞者に表彰状と記念品が授与さ

れました。その後、会長と中川先生を交えて記念

撮影をし、最後に中川先生から総評を戴き、閉式

となりました。中川先生の総評では、「応募され

た905のレシピをすべて審査したが、どれも工夫

されていて感心した。なかでも、「○○の食材を

使うことによって『よく噛まされる』」と書いて

あった作品には思わず笑ってしまったが、なるほ

ど食材によって私たちは『噛まされている』のだ

と納得した」とのお言葉がありました。

表彰式に続き、公開講座「お弁当プロジェク

ト」の企画の中で、受賞12作品の内、４作品が

プラザホテル料理長により、試食料理として提供

されました。料理長の腕による、よく噛まされる

（？）料理を堪能させていただきました。

受賞作品の中には、大変手の込んだ料理もあ

り、市販するお弁当で提供するには、課題もある

ようです。また、家庭で作るには、もっとシンプ

ルで簡単に作れるものが良いといった意見もあり

ました。

コンテストへの参加状況から見ても、食育への

関心は年々高まっており、今後も効果のある啓発

事業として継続していきたいと考えております。

E-mail id-05-koho@ibasikai.or.jp 広報委員会

身近な出来事から臨床まで皆さまのご意見・感想を載せてみませんか。

「茨歯会報」は会員皆さまの会誌です。臨床におけるヒントや趣味、旅の思い出など、また地区歯科

医師会や同好会・同窓会の様々な活動（研修会、厚生事業）など何でも結構です。会報をフルにご活

用下さい。

Ｅメールの投稿で結構です。形式はどんな形式でもかまいませんが、出来ればテキスト、ワード、

一太郎、にてお送り下さい。

詳しくは、茨歯会事務局まで。
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第24回茨城県歯科医学会報告

３月６日（日）水戸プラザホテルにて、第24

回茨城県歯科医学会（併催 第37回茨城デンタル

ショー）が開催されました。なでしこクラウドに

よるウェルカム演奏終了後、午前９時30分より歯

科医学会の開会式及びポスター発表演者紹介が行

われました。

その後、２Fロビーにて10時から行われたデン

タルショーのテープカットを皮切りに、一般口

演・テーブルクリニック・ポスター展示・公開講

座等が一斉に始まりました。（この時点でホテル

の駐車場は満車、臨時駐車場も８割程度駐車され

ている状況です。）会員のみならず一般の来場者

も多く、どの会場もほぼ満席の状態でした。デン

タルショーは64社が出展し、各ブースとも大盛況

で、入室がためらわれるほどでした。なかでも、

ユニット・CT・レセコン・CAD/CAMなどのコー

ナーに興味を持つ先生が多かったようです。

また、抽選会コーナーには多数の景品が用意さ

れ、時折悲鳴やら歓声が聞こえてきました。昼食

時間を利用して「噛むかむレシピコンテスト表彰

式」やなでしこクラウドのミニコンサートが行わ

れました。特にコンテストには905作品の参加との

報告が有りました。昼食時に提供された弁当は噛

むかむレシピ満載で、咀嚼のみならず味覚・栄養

にも秀逸な一品に仕上がっていました。あっとい

う間に時は過ぎ、午後４時には閉会式が始まり、

今回の参加者は1201名との報告をもって終了とな

りました。この場をお借りして、学術委員会を始

めとする各委員会の先生方と事務局の方々に感謝

申し上げます。

10年前と比較しても女性歯科医会・歯科衛生士

会・歯科技工士会・いばらき専門カレッジリーグ

などの団体が新たに参加し、年を追うごとに学会

の規模は拡大しています。昨年10月に行われた広

報座談会において、歯科医学会の会場についての

質問も有りましたが（茨歯会報12月号参照）、実

際に参加してみるとやはり水戸プラザホテル開催

が妥当ではないかとの感想を持ちました。個人的

には数年ぶりの参加となりましたが、非常に勉強

広報委員会　　冨田　浩之
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かつ刺激になる１日でした。水戸までの交通手段

が限られ、参加をためらう先生もいるかと思いま

すが、最新の歯科技術・情報・機器などに接する

機会であると共に、場合によっては疎遠になって

いた友人に再会などのサプライズがあるかもしれ

ません。来年、より多くの会員の参加を願って今

回の歯科医学会参加報告といたします。
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茨城県歯科医師会主催
第２回障害児・者歯科講習会報告

（公）茨城県歯科医師会　口腔センター土浦　　　　　　

丸山　容子、髙木　伸子、坂巻　ますみ

村井　幸夫、征矢　亘、森永　和男　　

平成28年２月14日（日）に霞ヶ浦医療センター

において、「茨城県歯科医師会主催第２回障害

児・者歯科講習会」が開催されました。今回は、

「発達障害の理解と支援」～精神科医にできるこ

と～と題して、山川百合子先生（茨城県立医療大

学　医学センター准教授）（写真１）に御講演い

ただきました。

写真１

○山川百合子先生のご略歴

静岡市出身

東京大学理学部卒業後、民間の研究所やアメリ

カエール大学医学部で遺伝子の研究に従事。

その後、名古屋大学医学部を卒業し、精神科医

になる。

平成16年４月より茨城県立医療大学に着任。

講演の内容

発達障害とは、発達の過程で明らかになる障害

で、行動、コミュニケーション、社会適応の問題

を主とするもので、軽度なだけに見逃されやすい

が、生活障害としては軽度ではないということに

なる。発達障害＝発達機会喪失障害で発達凸凹と

いう言い方がわかりやすく、例えば、「これがで

きるなら、（言わなくても）これはできるだろ

う。」が通用しない。「これができないのに、こ

れはできる。」と思われてしまい、「ふざけてい

るのか？」と誤解されてしまう。

発達障害の分類は、広汎性の発達障害（１つの

能力ではなく広い範囲の能力障害。特に他者と関

わりあう能力の欠如）では自閉症スペクトラム、

また発達の部分的障害では注意欠陥・多動性障

害、学習障害があげられる。

発達障害の問題点

１． 周囲からの幼少時からの情報や行動聴取が

必要にもかかわらず、児童精神科医が少な

いために、診断が困難で混乱してしまう。

（また、茨城県は精神科医数が全国で47位

だそうです。）

２． 家族や他人との信頼性が低く、自己肯定感

が低い。

３． 大人になって社会生活の中で初めて気付か
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れることが多い。（大学や高校で何とか

なっても就職してからうまくいかない。）

４． 表にでるのは合併症（抑うつ、不安）が多

く、精神科の診断として、うつ病、対人恐怖

症、統合失調症など、と診断されてしまう。

発達障害の専門的な診断の意味

こどもでは、才能の部分を探す手伝いをしつ

つ、保護者の気持ちをくみとり、虐待の予防にも

努めなければならない。

おとなでは、患者自身が、それまでとは自分自

身への見方や考え方が変わり、社会的サポートが

受けられるようになる。

発達障害への具体的な対応

こどもの場合

 　発達障害の症状そのものではなく、有害な影

響を最小にして自己評価を高める。例えば、注

意散漫な場合は、邪魔なものは片付ける。長い

説教や言い聞かせはだめで、簡単な指示を行

う。衝動性な場合は、興奮したらその場から離

し、クールダウンさせる。

おとなの場合

　就労支援の役割が重要となる。

仕事の進め方に問題がある場合

　１． 「作業マニュアル」と「スケジュール表」

を作り、構造化、目標管理をする。

　２． 集中力に欠ける場合は仕事の適正を再検

討する。

　３． 複雑な作業は工程を細分化してやっても

らう。

コミュニケーションに問題がある場合

　１．曖昧な表現は避け、具体的に伝える。

　　（ちょっと待ってて、は苦手。）

　２．マナーや慣習は可能な限り明文化する。

　３．指導や注意はできるだけ穏やかに行う。

　　（こうやってくれるとうれしいな。）

職場環境に問題がある場合

　１． パニックになったら一人になれる静かな

場所へ。

　２． 周囲に過敏な場合はその刺激を減らすこ

とを考える。

医療と就労は、異文化コミュニケーションであ

り、コミュニケーションギャップの縮小のため、

「イイトコサガシ」が重要で、間にデイケアをい

れて自信をつけることが重要。リハビリテーショ

ンの真髄は、本人も周囲も自信の回復である。

アンケート集計結果　

受講された方々には所定のアンケート用紙に無

記名で記載をお願いし、講習会終了後に回収しま

した。アンケートを集計し、その結果をまとめた

ので報告します。

１）受講者数とアンケート回収率

 　受講者数は102名で、アンケート提出者数は

70名で回収率は68.6％でした。

２）性別・年齢　

 　性別は男性が28.6％、女性が68.1％、記入

なしが4.3％でした。年齢は、50代が最も多

く34.2％で、次いで40代が27.1％、30代が

18.6％、60代が12.9％、20代が4.3％、70代が

2.9％の順でした。

３）職種

　受講者の職種別一覧を表１に示します。
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表１　受講者の職種
職　種 名 （％）

歯科衛生士 10 14.3
支 援 員 9 12.9
歯 科 医 師 8 11.4 
教　　　員 6 8.6
保 健 師 2 2.9
看 護 師 2 2.9
医　　　師 1
臨床心理士 1
作業療法士 1
言語聴覚士 1
管理栄養士 1
社会福祉士 1
保 育 士 1
柔道整復師 1
相 談 員 1
学　　　生 1
そ の 他 12 17.1
記 入 な し 11 15.7
計 70

４）受講者による評価

 　受講内容に対する受講者の評価を表２に示し

ます。

表２　受講者による評価
評　価 名 （％）

非常に良かった 39 55.7
良かった 26 37.1

あまり良くなかった ０
良くなかった ０
記入なし ４
ふつう １
計 70

５）受講者の感想・意見　

 　講演内容に関する受講者の感想・意見は以下

の通りでした（一部記載）。

　・ 発達障害について初めての講演を聴きまし

た。子どもと大人の状況を知ることができ

ました。

　・ 今かかっている医師にうつ、不安障害が発

達障害からきているみたいだから、なにを

やっても（治療）治しようがないと言われ

がっかりした。医師によって発達障害に

ついて違いすぎる気がするので、改善して

いってもらえたらと思います。

　・ 経験に基づくお話しだったのでとても面白

く聴けました。関係機関との連携の難しさ

を感じているので、具体的な工夫を今後お

聞きしたいと思います。仕事上診断の補助

なので問題点を探しがちですが、良い所を

積極的に見つけていきたいと思います。

　・ 親ならだれでも知っているべき情報だと思

うし、教育現場でも様々な課題があるの

で、とても有意義な講演だった。

　・ 娘が発達障害と診断されて10年になりま

す。精神科に通っていますが、体調が良く

ならず、支援がうまくうけられていない感

があります。何かよい手はないのか、講演

を聞いて考えようと思いました。精神科医

に年金はちょっと無理というようなことを

言われてあきらめていましたが、もう１度

トライしてみようと思います。

　・ 『自己肯定感を高める』ことを公私ともに

大切にしていきたいと思った。

　・ 薬ではなく「希望」を処方するという言葉

がとても印象的でした。私も「イイトコサ

ガシ」ができるようになりたいと思いまし

た。

　・ 子どもが病院に診察に行ったとき、教頭と

担任が医師に会い情報交換をしました。少

し医師の見立てが変わり、薬をかえ改善が

見られました。教師と医師が直接会って情

報交換することの大切さを実感しました。

面会時の留意点やコツを教えてもらいたい

です。

　・ 家族支援においてもヒントが得られまし

た。

　・ 主催が「歯科医師会」ということで、口腔

内のことだけではなく、口腔を見るために

も多方面の障害を理解しようとする姿勢に

感服しました。障害者支援事業所にも多種
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の障害を抱えている方がおり、チームワー

ク、異文化コミュニケーションの大切さを

改めて思いました。

　・ 診断も大切だが、障害の理解、困り感の理

解がより大切であることを学ぶことができ

ました。また、リハビリの真髄は自信の回

復ということも参考になりました。

　・ 本日の講演は情報のインプットであり、持

ち帰ってひとつでもアウトプットする事。

これを、主催者側がフィードバックして

「○○な場面で△△したらおかげさまで、

（困難な状況が）改善されました。」とい

う事例を集めることをできれば、今後、情

報を広めていく為の資料として、役立つの

ではないかと思います。

６）今後の講演課題・要望について（一部記載）

　・ 講演会の活動をさらに県民にアピールする

必要があると思います。

　・ 他害行為、行動障害のある方の集団生活の

支援のあり方などの講演を聴きたい。

　・ 県南地域で開催していただけるとありがた

いです。

　・ 認知症のケアやメンタルに問題のある人の

かかわり方など。

　・ 小さい子供がいるので、可能であれば託児

室等があるといいなと思いました。（夫婦

や家族が参加できるために。）

今回の講演会で、発達障害をもつ人たちとその

家族への理解とそれぞれの立場からの支援につい

て学ぶことができました。また、こどもとおとな

のそれぞれの発達障害のDVDを視聴し、具体的な

例を知ることができました。こどもの時期には、

生活しやすい環境を作る支援が必要であること、

おとなになってからは、就労するためにリハビリ

をして、働きやすい環境を作る支援が必要である

こと等。

これからも、アンケートの結果を踏まえ、受講

者の方たちのニーズに即した内容の講演会を企画

していきたいと思います。

1.死亡共済金受取人順位の変更について
　受給権者をあらかじめ指定した方で、結婚、離婚、再婚、死別などにより受給権者の状況に変更があ
った場合（指定の確認は茨城県歯科医師会までお問い合わせ下さい）。
　
2.火災・災害共済指定物件の変更について
　住宅及び診療所所在地の変更があった場合（変更届出前に火災、災害に遭われた場合、所定の共済金
が支払われないことがありますので、変更時に必ずお届け下さい）。

※ これらの変更については、所定の様式がございますから、茨歯会事務局（TEL 029-252-2561：
担当 根本）までご請求願います。
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確定申告がひと段落した週末、懲りもせずに冬

の秘湯へ。

今回の目的地は福島県の二岐温泉。梅の花が満

開の水戸から、冬景色の白河市、羽鳥湖を経由し

て、天栄村中心部からさらに車で30分ほど入った

ブナの原生林に囲まれた山深い秘湯です。開湯は

969年と言われ、江戸時代には隠し湯として一般の

人の入浴が制限されていたそうです。

今回訪ねた大丸

あすなろ荘には、

天然の川床をその

まま生かした自噴

泉岩風呂があり、

湯舟の底の岩の割

れ目から温泉が自

噴しています。で

こぼこした湯舟の

底には甌穴（小石

が水流で転がって

削り取られた丸い

穴）があり、昔は川だったことを物語っています。

お湯は無色・無臭のアルカリ泉で源泉は53℃、

加水なしの源泉かけ流しなので少し熱め。

建物も湯船もきれいな混浴内湯です。さらに、

同じ敷地内の二岐川沿いには少しぬるめの渓谷露

天風呂もあります。雪のブナ林を眺めながらリフ

レッシュ。

今回も貸切状態で、ウサギちゃんに会うことは

できませんでした。

帰りは白河ラーメンで腹ごしらえ。

（樹）

ちょっと前の昨年末、人生初めての歌舞伎を鑑

賞しました。残念ながら、歌舞伎座の公演はチケ

ットが手に入りませんでしたが、国立劇場にて松

本幸四郎、市川染五郎親子の『東海道四谷怪談』

の公演。かみさんと義母と東京駅で待ち合わせて

現地へ。義母に鑑賞の仕方を教えてもらいながら、

まずはお弁当の購入。幕の内弁当の語源の一つで、

幕間
まくあい

（序幕と２幕目）で食事をすることから、私

達もその時間に食事を済ませました。。

さて今回の内容はというと、江戸歌舞伎の代表、

鶴屋南北の最高傑作の通し狂言。塩冶家
え ん や け

の浪人

四谷
よつ や

左門
さ も ん

の娘お岩
おい わ

とお袖
お そ で

の姉妹を巡る怪談劇で、

主にお岩の夫民谷
たみ や

伊右衛門
い え も ん

の極悪非道な行いによ

って進行する物語。伊右衛門を孫娘の婿に迎えた

い伊藤
いと う

喜兵衛
き へ い

が仕込んだ毒薬によって、お岩の面

相が変わり、恨みを残して死んで、この後、お岩

の幽霊がさまざまな場面で伊右衛門を悩まし、伊

右衛門の母や仲間を次々に死へ導きます。最後に

伊右衛門は、お袖と夫の佐藤
さと う

与茂七
よ も し ち

によって討た

れます。伊右衛門は、二枚目の色男でありながら

四谷左門や内職の

手伝いに雇った

小仏
こぼとけ

小平
こ へ い

を殺し、

お岩を死に至らせ

る悪人として描か

れ、「色悪
いろあく

」とよ

ばれる役柄の代表

的な役として知ら

れます。

またこの作品は

『仮名手本忠臣蔵
かなでほんちゅうしんぐら
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（江戸幕府の取り締まりで、実際の忠臣蔵の事件を

そのまま使えず、表向き太平記の設定を使ってい

ることから登場人物の名前が史実と違う物語）』を

背景としているため、登場人物の多くは何らかの

形で『仮名手本忠臣蔵』の世界と関係しています。

伊右衛門やお岩の父四谷
よつ や

左門
さも ん

などが、塩冶家の浪

人という設定であるのもこのため、と鑑賞後に何

でお岩さんと忠臣蔵が一緒になっているのか知り

ました。また、公演中はイヤホンガイドというもの

で解説を聞きながら鑑賞するのですが、それがな

かったら、おそらくチンプンカンプンだったかと。

演出もさることながら、舞台の素晴らしさに引

き込まれました。お岩の登場の際のオドロオドロ

しさは大人になっても夜中のトイレが怖くなるの

ではと思うほどでした（笑）。

今回初めての鑑賞で、歌舞伎の公演時間を初め

て知りましたが、映画よりは長いくらいかと思っ

ていましたが、考えが甘かった。開演12時、終演

が16時45分と予想以上の長丁場にちょっとグッタリ

気味。ですが、とても面白かった初歌舞伎でした。

次のお初は宝塚か、大相撲の予定です。

（コバ）

歯科医師になって31年。今までの治療経験の中

で最高齢の患者さんを治療しました。1914年（大

正３年）生まれＳさん101歳男性。上顎総義歯がゆ

るく落ちてしまうとの主訴。家族の付き添いで来

院されます。杖なしで歩き、食事・入浴・トイレ

は一人でできるとのこと。会話のテンポが少し遅

れるものの意思疎通は可能です。こちらの挨拶に

も笑顔で答えてくれます。通院回数９回にて義歯

新製しました。Ｓさんが生まれた1914年は第一次

世界大戦勃発の年。人生を４回分遡れば江戸時代

初期です。1614・1615年は大阪冬・夏の陣。なん

か凄い！

Ｓさんの治療が終了して数日後。往診の依頼が

ありました。1912年（明治45年）生まれＮさん104

歳女性。寝たきりで口腔内乾燥があり出血すると

の主訴。あっさりと治療経験最高齢更新！往診４

回にて口腔内乾燥が改善され終了しました。

Ｎさん1921年（大正10年）生まれ94歳男性。一

人で歩いて通院されます。元気なのですが耳が遠

い！耳元で大声に話してどうにか会話がでます。

何時に予約をとっても８：30に来院されてしまい

ます。診療開始は９：30なのに！！Ｎさんは骨折

のため治療中断中です！

2015年９月11日、厚生労働省は100歳以上の高齢

者数を６万1568人と発表しました。私の開業する

日立市では100歳を超える方は68人（日立市報2015

年９月５日号による）。私が100歳まで生きるとす

ると、今年生まれた孫が43歳になります。もしか

すると玄孫が抱けるかもしれません？？長生きっ

て凄い！！

（和）



みんなの写真館写真募集！！
このページには皆さんからの写真を掲載できま
す。表紙写真に関連した写真、御自宅の古いアル
バムに埋もれた写真などを御送り下さい。

日 立
珂 北
水 戸
東西茨城
鹿 行
土浦石岡
つ く ば
県 南
県 西
西 南
準 会 員
計

会員数（前月比）支　　部

会 員 数

1種会員
2種会員
終身会員
準 会 員
合 　 計

123
138
158
75
104
172
120
173
153
107
1

1,324

－1

－1

1,145名
44名
134名
1名

1,324名

平成28年2月29日現在
２月10日から３月10日まで河津桜まつりを開催していました。
早咲きで今が見頃でした。咲いている期間が随分長いのです。

（社）茨城県南歯科医師会　飯田 昭
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